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ミ
聖

難
　
　
　
　
　
嚇

さいの神（1月15日）

輩　
　
松

5月3日　成人式
85名が大人の仲間入り

響懸論．

さようなら

7月17日　松代町消防団地区演習（役場ウラ）

干ばつ、低温、過高温

長雨、平年作をやや

下回る結果となった

’83

4月24日　町会議員決まる

調！璽騨

①　
甲（　

　
蕪

　
　
（
4

　
　
奪
．

　
　
一

　
　
『

7月31日　第4回町民体育祭

10月16日　雨の中

町民ラマソン大会

6月旧日 「県民スポーツの日」

第19回松代大会

8月16日　清水小学校百周年記念式

正月に向け、しめ縄づくり

《人ロの動き》

12月1日現在

男3，183（一8）女3，234（一H）計6，417（一19）

出生3　死亡6　転入6　転出22

世帯数1，741（一6）
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L鰯灘離，幽

糠
≦

、叛　　、搬

・
難
鍵
欝
購

撫
瞬
欝

藻
磁
騨
醗
、
轡
－

簿
勢
縛
　
蟹
　
　
　
　
・
｛

欄
　
　
　
．
　
　
き
ー

縫
疑
誠
、
．
…
、

麟
議
　
劉
懐
潔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
頻

観
惑
．

麟

　
選
挙
の
年
と
い
わ
れ
た
、
今
年
は

4
月
1
0
日
の
県
議
選
を
か
わ
き
り
に

4
月
2
4
日
町
議
選
、
6
月
2
6
日
「
比

例
代
表
制
」
が
導
入
さ
れ
た
参
院
選
、

12
月
1
8
日
衆
議
院
選
と
最
高
裁
の
国

民
審
査
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

◎
前
回
の
投
票
率

○
衆
議
院
議
員
選
挙
（
九
三
・
二
三
％
）

○
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
二
・
八
八
％
）

◎
衆
議
院
議
員
選
挙

　
男
　
投
票
者
数
　
一
、
八
四
九
名

カンヂキをかけ投票へ、積雪1．30m（小屋丸分校）

　
　
（
有
権
者
数
）
二
、
三
八
五
名

　
　
　
投
票
率
　
　
七
七
・
五
三
％

　
女
　
投
票
者
数
　
二
、
二
二
一
名

　
　
（
有
権
者
数
）
二
、
五
六
〇
名

　
　
　
投
票
率
　
　
八
六
・
七
六
％

◎
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
男女

投
票
者
数

（
有
権
者
数
）

投
票
率

投
票
者
数

（
有
権
者
数
）

投
票
率

一
　
七
四
八
名

二
、
三
八
五
名

七
三
・
二
九
％

二
、
一
一
〇
名

二
、
五
六
〇
名

八
二
・
・
四
二
％

（率二％）果結票得別，
者補候内郡

氏　　　　名 東　　頸 松代町 安塚町 浦川原村 松之山町 大島村 牧　　村

木　島　喜　兵　衛 2，533 508 618 648 200 298 261

佐　藤　　節　夫 1，493 161 413 326 45 165 383

須　藤　友　三　郎 563 132 35 61 254 23 58

白　川　　勝　彦 4，738 1，093 891 692 920 430 712

高　　鳥　　　　修 9，095 2，119 1，495 1，237 1，529 1，456 1，259

投　　　票　　　率 82．30 82．31 82．70 81．45 81．22 86．69 80．32

奴奈川小学校新築工事進む（
県
道
、
月
池
・
松
代
線
豊
泉
橋
よ
り
正
面
を
の
ぞ
む
）

　
五
月
よ
り
新
築
工
事
を
進
め
て
い

る
、
奴
奈
川
小
学
校
も
、
来
年
四
月

開
校
を
め
ざ
し
て
急
ピ
ッ
チ
で
内
装

工
事
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
進
捗
率

も
7
5
％
で
、
大
き
さ
や
形
に
周
辺
の

人
達
の
感
動
を
よ
ん
で
い
る
。

　
周
辺
地
区
の
象
徴
と
し
て
、
地
域

の
方
々
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て

地
域
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
も

の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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つ
く
ろ
う
健
康
、
ゆ
た
か
な
明
日
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑯

r　l。ろ
こ一ノ

ラ
巧
－餐

：
ー
e

　
蒙

　
／

一
ア

難
巨111　ンジ

／

／

　
日
本
の
平
均
寿
命
は
、
男
子
七
四

才
、
女
子
七
九
才
と
な
り
世
界
で
も

一
～
二
位
を
競
う
長
寿
国
と
な
り
ま

し
た
。
長
生
き
が
出
来
て
も
病
気
が

ち
だ
っ
た
り
、
ま
た
、
寝
た
き
り
だ

っ
た
り
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
な
く
す
る
為

に
、
現
在
、
日
本
各
地
で
健
康
づ
く

り
運
動
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
町
当
局
が
実
施
し
て
い
る
各
種
の

保
健
事
業
の
検
診
や
学
級
活
動
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
お
手
伝
の
一
端
と
し
て

食
生
活
改
善
推
進
員
が
各
部
落
に
に

数
名
お
り
松
代
町
で
は
五
五
名
お
り

ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
食
生

活
改
善
推
進
員
の
お
手
伝
い
の
内
容

は
ご
存
じ
の
よ
う
に
食
べ
も
の
が
主

体
で
す
．

　
私
達
が
生
き
て
行
く
以
上
は
食
べ

る
こ
と
と
切
っ
て
も
切
り
離
せ
ま
せ

ん
。
間
違
っ
た
食
事
を
毎
日
し
て
い

ま
す
と
、
た
と
え
長
生
き
が
で
き
て

も
病
気
が
ち
だ
っ
た
り
寝
た
き
り
の

ま
ま
に
な
っ
て
回
復
が
遅
く
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
検
診
を
受

け
た
時
や
、
お
医
者
さ
ん
へ
行
っ
た

時
に
「
血
圧
が
高
い
人
は
、
心
臓
に

負
担
が
か
か
る
か
ら
塩
分
は
で
き
る

だ
け
ひ
か
え
な
さ
い
。
動
物
性
た
ん

ぱ
く
質
よ
り
植
物
性
の
方
が
よ
い
で

す
ネ
、
ビ
タ
ミ
ン
類
も
忘
れ
ず
に
食

べ
て
く
だ
さ
い
ネ
」
と
云
わ
れ
た
時

の
目
安
量
を
お
伝
え
す
る
の
も
私
共

の
一
つ
の
仕
事
で
す
。

一
、
母
乳
で
育
て
よ
う
。

一
、
牛
乳
を
飲
も
う
。

一
、
塩
分
を
減
そ
う
。

一
、
緑
の
野
菜
を
食
べ
よ
う
。

※
一
日
の
塩
分
量
（
成
人
者
）

　
、　　　一　一一

、

最
低
必
要
量
…
…
○
、
二
五
g

必
要
量
…
…
…
：
…
…
・
…
五
g

と
ど
め
て
お
き
た
い
量
…
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
g

知
ら
ず
知
ら
ず
に
食
べ
て
い
る

量
…
：
…
…
…
…
・
…
二
〇
9
以
上

一
、
糖
分
は
一
日
…
…
二
〇
g
位
に

　
ジ
ュ
ー
ス
の
コ
ッ
プ
一
杯
の
糖
質

は
二
五
9
も
入
っ
て
い
る
と
云
わ
れ

て
い
る
。
こ
こ
に
数
字
を
並
べ
て
み

て
も
解
り
に
く
い
の
で
、
そ
の
分
量

を
目
で
見
て
確
め
、
舌
で
味
わ
う
試

食
会
を
各
部
落
で
開
い
て
い
る
の
で

す
。※

子
供
達
に
は
、

○
丈
夫
で
か
し
こ
く
な
る
方
法

○
器
用
に
な
れ
る
方
法

　
そ
れ
は
目
、
舌
、
肌
で
そ
の
実
感

を
喜
び
味
わ
う
。
母
と
子
の
料
理
教

室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
大
人
の
人
達
に
は

一
、
塩
か
ら
い
も
の
を
好
む
と
血
管

が
固
く
な
り
血
圧
が
高
く
な
る
。

一
、
お
菓
子
の
食
べ
す
ぎ
は
、
ぜ
い

肉
が
付
き
肥
満
体
に
。

一
、
肉
が
嫌
ら
い
、
魚
が
嫌
ら
い
、

歯
が
悪
い
、
そ
う
云
う
方
は
特
に
、

牛
乳
を
飲
も
う
。
牛
乳
に
は
豊
か
な

栄
養
素
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
好
じ
で
し
よ
う
か
。
私
達
に
生

命
が
あ
る
よ
う
に
大
事
な
血
液
に
も

生
命
が
あ
る
の
で
す
。
赤
血
球
百
二

十
日
前
後
、
白
血
球
は
わ
ず
か
数
日

間
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
私
達
は
一
度
死
ね
ば
再
び
生
き
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
大

事
な
血
液
は
、
毎
日
の
食
事
の
栄
養

素
か
ら
、
骨
随
の
中
で
新
た
に
誕
生

し
ま
す
。
好
き
嫌
い
の
多
い
人
、
お

茶
や
お
酒
で
ご
飯
が
わ
り
に
す
る
人
、

朝
食
ぬ
き
で
頭
の
回
転
が
に
ぶ
る
人
、

こ
の
よ
う
な
人
達
の
血
液
は
、
い
つ

も
栄
養
失
調
と
云
え
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
貧
血
者
は
病
気
と
仲
良
し
に

な
れ
る
人
達
で
す
。

　
高
価
な
肉
や
魚
を
並
べ
た
食
卓
よ

り
、
煮
干
し
を
か
じ
っ
て
、
大
根
菜

を
油
で
妙
め
、
打
ち
豆
の
み
そ
汁
と

ご
飯
か
ら
で
も
栄
養
分
が
と
れ
、
ま

た
、
嫌
い
な
牛
乳
や
レ
バ
ー
も
工
夫

に
よ
っ
て
は
抵
抗
な
し
で
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
と
、
皆
さ
ん
と
研
究
し
、

考
え
て
行
く
の
が
私
達
推
進
員
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

　
つ
く
ろ
う
健
康
・
ゆ
た
か
な
明
日

へ
を
テ
：
マ
と
し
て
。

　
食
生
活
改
善
推
進
員

　
　
　
　
　
　
松
代
鈴
木
秋
子

鐙
霧
F
　
鴨

，
圃
　
　
瀟
謂

甦
繍
細
．
舞

拶
議
隅

登山

10～20分

野球

行
皿
紛

・
4

速歩

サイクリング

17～40分

15～20分

水泳

かけ足

q

彫17～40分

③
分

蛮
閲

7～17分

スキー

7～15分

なわとび

5～10分

10～30分

謬

懸
醐

ボ
ム
［
M

階段昇降

　偶

15分

醗
醐

ラ
　
◎
2

　
砧

24～40分

座って仕事

60～90分
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考える

⑥私の意見
轟
墜
．

・
藻

．
鍵

　、で＿ノ
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⊃1んく郵∠’l
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∠　　’メ・
　9q舅

産
業
シ
リ
ー
ズ
　
⑯

1．6haの天王山共同桑園

蓬平
若井君男さん

　
昭
和
四
十
五
年
に
高
校
を
卒
業
し

農
家
の
後
継
者
と
し
て
、
家
に
残
っ

て
か
ら
早
い
も
の
で
、
十
四
年
が
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
我
が
家
で
は
、
水
稲
、
養
蚕
、
繁

殖
牛
と
い
う
昔
か
ら
松
代
町
で
行
な

わ
れ
て
き
た
経
営
を
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
松
代
町
の
養
蚕
農
家
は
十

三
戸
で
す
が
、
私
達
の
部
落
で
十
一

戸
を
し
め
て
い
ま
す
。
養
蚕
と
い
え

ば
、
昔
は
殆
ん
ど
の
家
で
飼
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
衰
退
の
一
途
を
た
ど

っ
て
現
在
の
様
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
数
年
は
一
戸

も
減
ら
ず
に
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
と
い
う
の
も
五
十

年
に
蒲
生
に
桑
園
を
借
り
た
事
が
、

大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
蒲
生
の
協
業
の
解
散
に
伴
い
、
遊

ん
で
い
る
桑
園
を
作
っ
て
み
な
い
か

と
い
う
話
し
が
持
ち
込
ま
れ
、
自
分

の
効
率
の
悪
い
桑
園
を
捨
て
て
も
、

多
少
遠
く
て
も
効
率
の
良
い
所
を
と

い
う
こ
と
で
、
天
王
山
桑
園
（
町
道

を
室
野
に
向
っ
て
入
っ
た
所
）
一
、

六
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
六
戸
で
借
り
て
耕

作
す
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後

中
田
（
国
道
か
ら
見
え
る
所
）
の
桑

園
に
六
戸
（
四
戸
が
天
王
山
と
重
複
）

が
入
り
、
両
桑
園
合
わ
せ
て
三
ヘ
ク

タ
ー
ル
位
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
初
は
、
補
助
桑
園
的
な
考
え
方

で
し
た
が
、
現
在
で
は
、
蒲
生
の
桑

園
主
体
の
養
蚕
経
営
と
い
っ
て
も
い

い
と
思
い
ま
す
。
天
王
山
の
六
戸
で

天
王
山
桑
園
管
理
組
合
を
組
織
し
て

胴
枯
病
の
予
防
を
主
に
、
病
害
虫
の

駆
除
等
を
共
同
作
業
し
て
い
ま
す
。

　
蒲
生
の
桑
園
に
入
っ
て
い
な
い
人

も
、
桑
園
造
成
や
改
植
を
行
な
い
、

各
々
養
蚕
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
我
が
家
の
経
営
規
模
は
、
水
田
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
桑
園
九
〇
ア
ー
ル
、

普
通
畑
一
〇
ア
ー
ル
、
繁
殖
牛
一
頭

と
な
っ
て
い
ま
す
。
養
蚕
の
飼
育
施

設
は
、
軽
量
鉄
骨
の
ミ
ス
ズ
蚕
舎
（

三
間
×
三
間
）
と
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

（
三
間
半
×
六
間
）
の
二
棟
で
、
ミ

ス
ズ
蚕
舎
の
方
は
、
二
列
の
二
段
飼

育
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
方
は
、
三
列

の
平
飼
い
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
飼

育
蚕
期
及
び
量
は
、
春
四
、
五
箱
、

夏
三
、
五
箱
、
秋
四
、
五
箱
、
晩
秋

一
、
五
箱
で
す
。
今
年
の
収
繭
量
は

四
八
五
、
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。

昨
年
は
初
め
て
五
百
キ
ロ
を
超
え
た

の
で
す
が
、
今
年
は
、
長
雨
な
ど
に

た
た
ら
れ
、
作
柄
が
思
わ
し
く
な
い

為
残
念
な
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
確
か
に
養
蚕
と
い
う
と
、
も
う
人

々
か
ら
忘
れ
ら
れ
た
存
在
と
い
う
事

で
、
ま
だ
そ
ん
な
も
の
飼
っ
て
い
る

の
か
と
い
う
様
な
声
も
時
々
聞
き
ま

す
が
、
養
蚕
に
も
良
い
所
が
あ
る
と

思
う
の
で
す
。
例
え
ば
、
我
が
家
で

は
四
回
飼
い
ま
す
の
で
、
七
、
八
、

九
、
十
月
と
毎
月
収
入
を
得
る
事
が

で
き
ま
す
。
又
、
他
の
作
物
で
は
一

回
失
敗
す
れ
ば
、
一
年
棒
に
ふ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
あ
り
ま
す
が

不
幸
に
も
一
蚕
期
失
敗
し
て
も
、
他

の
蚕
期
で
そ
の
分
ま
で
と
は
い
か
な

く
て
も
、
収
入
を
得
る
事
が
で
き
る

等
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

　
現
在
養
蚕
を
や
っ
て
い
る
人
と
共

に
、
新
た
に
、
又
は
、
復
活
す
る
農

家
が
一
戸
で
も
増
え
る
様
願
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
、
我
が
家
経
営
と
し
て
は
、

水
田
は
除
々
に
整
備
し
、
養
蚕
に
お

い
て
は
、
病
気
を
出
さ
ぬ
様
蚕
作
安

定
を
め
ざ
し
、
箱
当
り
の
収
繭
量
を

上
げ
、
桑
作
り
に
力
を
入
れ
、
単
収

の
増
加
を
計
り
た
い
と
い
う
事
で
す
。

そ
れ
に
は
、
施
設
や
い
ろ
ん
な
問
題

が
あ
り
ま
す
が
、
一
歩
一
歩
進
ん
で

い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
人
達
と
付
き

合
っ
て
、
見
聞
を
広
め
、
自
分
に
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
幸
い
に
も
、
農
業
士
と
い
う
認

定
を
受
け
、
現
在
、
農
業
士
会
の
養

蚕
部
会
に
属
し
、
県
下
二
十
余
名
の

会
員
と
共
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
ぺ
ー
ジ
ヘ
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4
ぺ
ー
ジ
よ
り

れ
ら
の
人
の
中
に
入
る
と
、
私
な
ん

か
恥
か
し
い
規
模
で
す
が
、
岩
船
の

朝
日
村
か
ら
中
魚
沼
の
津
南
ま
で
多

く
の
人
達
と
知
り
合
い
に
な
り
、
県

外
研
修
や
会
員
宅
訪
問
等
を
通
し
、

環
境
や
立
地
条
件
等
が
異
り
、
す
ぐ

と
り
入
れ
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
が
、
い
く
ら
か
は
自
分
の
身

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
又
、

皆
さ
ん
か
ら
よ
う
や
く
覚
え
て
い
た

だ
い
た
青
友
会
は
、
残
念
な
が
ら
一

昨
年
解
散
し
ま
し
た
が
、
昨
年
、
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
な
ば
た

代
町
の
農
業
青
年
九
名
で
、
七
友
会

を
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
仲
間
と

い
る
時
が
、
一
番
ホ
ッ
と
す
る
時
で

す
。
そ
ん
な
仲
間
を
今
後
共
大
切
に

し
た
い
も
の
で
す
。

　　　　　　欝　　 ～　　㌦　　　 ’　P　’　　卍

松代町の養蚕農家の皆さん
　　　　　　　　（若井君男さん宅前にて）

（S58．12．1現在）

　　（単位：袋、30kg入）

58年産米売渡状況

　
本
年
の
稲
作
は
、
春
先
の
好

天
で
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
干
ば
つ
、

低
温
、
過
高
温
、
長
雨
と
気
象

変
動
が
つ
づ
き
、
当
初
の
期
待

が
は
ず
れ
、
平
年
作
を
や
や
下

回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
売
渡
総
数
は
七
五
、
二
二
一

袋
で
あ
り
、
限
度
数
量
の
七
九
・

八
％
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

上
位
等
級
比
率
は
九
一
・
五
％

と
良
く
、
県
全
体
で
は
平
場
地

帯
が
悪
か
っ
た
の
に
比
べ
品
質

が
良
か
っ
た
の
は
幸
い
で
あ
り

ま
し
た
。

品　　　種 作付面積 作付比率

コシヒカ　リ 209．1ha 28．0％

トドロキワセ 189．1 25．4

新　潟　早　生 158．6 21．3

五　百　万　石 53．0 7．1

こがねもち 52．5 7．0

ホウネンワセ 34．1 4．6

そ　　の　　他 48．8 6．6

計 745．2 100．O

主
な
品
種
の
作
付
状
況

限度数量 売渡数量 売渡の内訳
等　級　別　売　渡　数　量

1等
上位等

級比率 2等 3等
規格

外

う
　
　
　
　
る
　
　
　
　
ち
　
　
　
　
米

（91，496〉

90，612

限度内

（組，482）

72，723

規格外

（189）

　100

政府

米
その他うるち 2，495 1，242 49．8 1，006 171 76

自
主
流
通
米

越路早生 2，572 2，522 98．1 50

コシヒカリ 16，567 16，264 98．2 303

越みのり 572 572 100

ホウネンワセ 3，181 3，088 97．1 93

トドロキワセ 20，946 20，057 95．8 889

新潟早生 19，108 16，194 84．7 2，914

五百万石

7，216 97．8 2，546 4，670

166
⑦A

　128

㊥B

　14
24

小
計

（91，496〉

90，612

（組，671）

72，823
72，823 59，939 92．2 7，929 4，855 100

も
　
ち
　
米

（3，銘4）

3，684

限度内

（3，450）

2，365

規格外

　（13）

　33

自
主
流
通
米

こがねもち 2，359 1，692 7L7 600 34 33

陸　も　ち 8 3 5

その他もち 31 12 38．7 19

小
計

（3，684）

3，684

（3，463）

2，398
2，398 1，704 71．1 622 39 33

A
ヨ
ニ

（95，180）

94，296

（路，134〉

75，221
75，221 61，643 9L5 8，551 4，894 133

1．酒米、2等、3等は上位等級に含む。

2。酒米、⑦A、⑦Bは、その他うるちである。

3．（　）内数字は昭和57年産米数量

注
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葉
た
ば
こ
は
耕
作
者
が

昨
年
よ
り
四
戸
減
っ
て
、

耕
作
面
積
も
五
反
八
畝
減

り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
総

収
量
は
豊
作
で
あ
っ
た
昨

年
の
九
〇
％
に
と
ど
ま
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
品
質
、

反
収
は
昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
り
、
東
山
耕
作
組
合

で
は
昨
年
に
引
き
続
き
一

千
万
円
の
販
売
額
を
達
成

さ
れ
ま
し
た
し
、
町
内
で

は
百
万
円
以
上
の
販
売
農

家
が
十
六
戸
あ
り
、
依
然

と
し
て
町
の
農
産
物
と
し

て
は
、
米
に
つ
ぐ
高
収
益

が
あ
り
、
畜
産
と
共
に
複

合
経
営
の
柱
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

昭和58年度葉たばこ収納成績表

部落名 人員 耕作面積 収　　量 収納代金
10アール当り 1kg当り

収納金額収量 収納代金

松代
（人）

2
　a
25．4

　kg
577．0 　円791，835

kg

227 　円311，746
　円
1，372

太平 5 103．2 2，161．5 3，331，970 209 332，865 1，542

田　沢 2 35．5 950．0 1，520，300 268 428，253 1，600

池尻 1 11．0 216．0 286，540 196 260，491 1，327

会沢 1 24．0 608．5 1，057，195 254 440，498 1，737

清　水 3 49．0 1，283．5 1，961，685 262 400，344 1，528

桐　山 1 14．0 413．0 674，220 295 481，586 1，632

蓬平 1 16．0 363．5 456，515 227 285，322 1，256

東　山 1
（

7） 263．4 6，333．0 10，518，030 240 399，318 1，661

大　伏 6 198．0 5，045．0 8，245，570 255 416，442 1，634

孟　地 9 246．0 6，350．5 10，372，090 258 421，630 1，633

中　子 1 22．0 532．0 739，600 242 336，182 1，390

片桐山 3 61．0 1，779．0 2，889，235 292 473，645 1，624

滝　沢 2 57．5 1，403．5 2，266，395 244 394，156 1，615

莇平 2 21．0 562．0 897，305 268 427，288 1，597

蒲生 4 50．3 1，096．5 1，399，285 218 278，188 1，276

福島 1 30．0 707．0 977，565 236 325，855 1，383

合計
45

（51） 1，227．3 30，381．5 48，385，335 248 394，242 1，593

転作ナス．インゲン

◎
茄
子
は
昨
年
よ
り
栽
培
農
家
、
面

積
と
も
に
増
え
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
年
の
天
候
は
畑
作
物
に
と
っ
て
非

常
に
悪
く
、
異
常
気
象
で
あ
っ
た
た

め
、
平
均
反
収
が
五
四
八
○
㎏
と
昨

年
の
八
五
％
に
と
ど
ま
り
、
販
売
実

積
が
低
下
し
ま
し
た
。
県
の
野
菜
特

約
産
地
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後

は
生
産
技
術
の
向
上
を
図
り
な
が
ら

「
松
代
茄
子
」
の
評
価
を
高
め
て
立

派
な
産
地
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

◎
イ
ン
ゲ
ン
は
年
々
作
付
面
積
が
増

え
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は
作
柄
が

悪
く
、
販
売
実
績
は
ふ
る
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
婦
人
や
高
令
者

の
余
剰
労
力
の
活
用
に
よ
る
副
業
所

得
の
向
上
に
、
役
立
っ
て
い
ま
す
。

・
雛
．
麟
欝
灘
獺
灘
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幽⑫Qノ⑪》幽⑫媚⑪》幽⑫媚⑪》6ゆ⑫◎ノ⑪》　　鯉
昭
繍
五
十
八
驚

　
野
菜
販
売
成
績

作　　　目
栽　　　培 販　　　　売　　　　額 10アール当　『）

農家数 面　積 数　　量 単　価 金　　　額 数　　量 金　　　額

な　　　　　す 　一22戸 200a 109，642kg 152円 16，652，250円 5，480kg 835，400円

い　ん　げ　ん 217 300 20，232 608 12，294，855 670 409，800

か　ぼ　ち　ゃ 5 15 3，320 126 417，950 2，200 278，600

き　ゅ　う　り 5 20 1，120 148 165，300 560 82，600

財
蟻
『

　
昭
和
五
十
六
年
十
月
、
米
国
の
牛

肉
・
オ
レ
ン
ジ
の
完
全
自
由
化
要
求

に
端
を
発
し
た
和
子
牛
の
市
場
価
格

の
下
落
傾
向
は
、
五
十
八
年
に
入
っ

て
も
各
市
場
と
も
前
年
を
大
き
く
下

回
っ
て
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
全
国
的
に
五

十
七
年
に
引
き
続
き
子
牛
価
格
安
定

事
業
の
補
て
ん
が
発
生
し
、
新
潟
県

で
は
本
年
度
一
頭
当
り
第
1
四
半
期

三
六
、
六
九
二
円
、
第
2
四
半
期
五

〇
、
八
〇
五
円
と
な
っ
て
お
り
今
後

な
お
増
額
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
九
月
開
催
の
日
米
農
産
物
交
渉
で

は
、
来
年
三
月
ま
で
に
解
決
の
方
向

に
持
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
物
別

れ
に
終
っ
て
い
る
が
、
大
統
領
選
挙

と
の
関
係
か
ら
新
た
な
局
面
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
次
表
は
当
町
の
昭
和
五
十

八
年
度
子
牛
取
引
き
の
成
績
で
す
。

（松代町分）昭和58年度上越家畜市場、子牛販売価格表

性　　別 ♀ ♂ 計 前年度計

出場頭数 50頭 66頭 116頭 85頭

売上金額 10，246，000円 16，552，000円 26，798，000円 20，771，000円

最高価格 340，000円 459，000円 459，000円 373，000円

最低価格 55，000円 89，000円 55，000円 80，000円

平均価格 204，920円 250，788円 231，017円 244，365円

平均体重 235．5kg 257．9kg 248．2kg 221，5kg

生体1kg当弾価 870円 972円 931円 1，103円

　
昨
年
度
に
比
べ
取
引
き
頭
数
は
大

幅
に
ふ
え
、
今
後
と
も
母
牛
構
成
か

ら
子
牛
生
産
頭
数
は
増
加
す
る
方
向

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
春
秋
に
開
催

さ
れ
た
子
牛
共
進
会
に
お
い
て
最
優

秀
賞
を
始
め
全
入
賞
四
十
六
点
数
の

う
ち
一
五
点
を
占
め
、
松
代
町
畜
産

農
家
の
子
牛
育
成
・
出
品
技
術
が
認

め
ら
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
、
先
進
地
で
は
平
均
体
重
三
〇

〇
キ
ロ
前
後
の
子
牛
が
取
引
き
さ
れ

て
い
ま
す
。
「
出
品
子
牛
の
斉
一
性
」

こ
れ
が
今
後
の
大
き
な
課
題
と
な
る

よ
う
で
す
．

松
代
町
の
発
展寺田小六年

山岸昭光くん

　
ぼ
く
は
、
だ
ん
だ
ん
松
代
町
は
発

展
し
て
い
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
は
松
代
総
合
体
育
館
で

す
。
ぼ
く
は
、
十
一
月
九
日
、
音
楽

交
歓
会
で
松
代
総
合
体
育
館
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
は
、
と

て
も
広
く
て
り
っ
ぱ
な
建
物
で
し
た
。

　
ぼ
く
は
、
松
代
総
合
体
育
館
を
見

た
時
あ
ま
り
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
運
動
を
す
る
の
に
も
っ

て
こ
い
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
に

大
き
い
り
っ
ぱ
な
ス
テ
ー
ジ
も
あ
り

ま
し
た
。
体
育
館
は
、
お
ど
り
を
お

ど
る
時
、
歌
を
う
た
う
時
、
い
ろ
い

ろ
な
所
に
使
え
る
ん
だ
と
思
い
ま
し

た
。　

松
代
町
は
年
々
家
の
戸
数
も
人
口

も
へ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

若
い
人
が
働
き
に
行
っ
て
、
年
を
と

っ
た
人
ば
か
り
が
、
の
こ
さ
れ
て
雪

ほ
り
も
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
都
会

に
行
く
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
若
い
人
が
都
会
に
行
く
の
は
、
働

く
場
所
が
な
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
松
代
町
に
は
、
若
い
人
た
ち

の
楽
し
む
場
所
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
都
会
に
行
く
ん
だ
と
思

い
ま
す
。
で
も
体
育
館
は
、
若
い
人

の
楽
し
む
場
所
の
一
つ
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　
体
育
館
は
、
松
代
町
の
人
に
楽
し

み
を
あ
た
え
て
く
れ
る
ん
だ
と
思
い

ま
し
た
。
体
育
館
に
入
っ
て
運
動
し

て
い
る
人
は
楽
し
そ
う
に
運
動
を
や

っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　
町
中
の
人
が
集
ま
っ
て
運
動
し
た

り
、
お
ど
っ
た
り
、
う
た
を
う
た
っ

た
り
、
自
分
で
見
た
り
、
聞
い
た
り
、

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

げ
き
団
の
芸
を
町
じ
ゅ
う
の
人
が
見

て
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
体
育

館
が
で
き
て
、
ぼ
く
は
、
町
全
体
が

明
る
く
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
、
松
代
町
を
も
っ
と
発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な

建
物
を
建
て
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
は
工
場
で
す
。
工
場
な
ど

を
建
て
れ
ば
松
代
町
か
ら
都
会
へ
出

て
行
っ
た
若
い
人
が
ま
た
帰
っ
て
き

て
松
代
町
の
工
場
で
働
く
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。

　
夏
の
町
民
体
育
祭
、
秋
の
町
民
マ

ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
は
、
知
ら
な
い
人

と
話
を
し
た
り
、
楽
し
く
運
動
し
た

り
、
で
き
る
の
で
町
を
明
る
く
す
る

の
で
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
松
代
町
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は

町
中
の
人
が
み
ん
な
で
協
力
し
て
い

か
な
く
て
は
、
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
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漁
騒
の
百
科
シ
リ
ー
ズ
⑧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
岡
歯
科
医

　
先
月
、

歳
児
、
一
歳
六
ヶ
月
児
の
検
診
が
実

施
さ
れ
た
。
以
前
は
三
歳
児
検
診
の

み
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
三
歳
児

で
は
す
で
に
多
く
の
幼
児
が
う
蝕
に

罹
患
し
て
お
り
、
う
蝕
予
防
の
た
め

に
は
も
っ
と
早
い
時
期
か
ら
の
指
導

が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
叫
ば

れ
、
市
町
村
を
主
体
と
し
て
昭
和
五

十
二
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
母
親
（
保
護
者
）
は
常
に
幻
児
の

口
の
中
の
状
態
を
把
握
す
る
よ
う
に

努
め
、
平
素
、
歯
の
清
掃
と
間
食
の

与
え
方
に
は
注
意
を
怠
ら
ぬ
よ
う
に

す
る
。

　
歯
の
清
掃
は
幼
児
は
自
分
で
歯
を

み
が
く
こ
と
は
不
可
能
だ
か
ら
、
母

親
、
保
護
者
が
行
な
う
。
幼
児
の
頭

を
膝
の
上
に
の
せ
て
仰
臥
さ
せ
て
行

な
う
。
特
に
前
歯
の
唇
面
と
、
奥
歯

の
咬
む
と
こ
ろ
を
重
点
的
に
す
る
。

方
法
と
し
て
、
横
み
が
き
、
縦
み
が

き
、
奥
歯
は
円
を
描
く
様
に
す
る
。

歯
み
が
き
剤
は
使
用
す
る
必
要
は
な

い
。
（
洗
口
し
て
吐
き
出
す
こ
と
が
で

き
な
い
）

一
歳
六
ヵ
月
児
の
歯
科

松
代
町
に
於
い
て
も
、
三

謹1齢旛1
　　斜線の部位は・掃
　　注意してみがく　　　　）

鷺
， ・

E
⇔

’

　
検
診
の
結
果
に
応
じ
て
、
次
の
様

な
処
置
を
と
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。

q
型
　
う
蝕
が
な
い
も
の

①
現
在
の
状
態
を
続
け
る
よ
う

　
に
努
力
す
る
。

②
必
要
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に

　
は
予
防
処
置
を
行
な
う
（
フ

　
化
物
塗
布
な
ど
）

α
型
　
う
蝕
は
な
い
が
口
腔
環
境
が

　
　
悪
く
、
近
い
将
来
に
お
い
て
う

　
　
蝕
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
。

①
歯
の
清
掃
と
間
食
、
食
物
に

　
対
し
て
充
分
に
注
意
す
る
。

②
六
ヶ
月
後
に
再
検
査
の
必
要

③
予
防
処
置
を
行
な
う

A
型
　
上
顎
前
歯
部
の
み
、
ま
た
は

　
　
臼
歯
部
の
み
に
う
蝕
の
あ
る
も

　
　
の
。

①
う
蝕
進
行
阻
止
の
処
置

②
哺
乳
び
ん
の
使
用
が
多
け
れ

　
ば
注
意
す
る
。

③
そ
の
他
は
α
型
に
準
ず
る
。

B
型
　
臼
歯
部
お
よ
び
上
顎
前
歯
部

　
　
に
う
蝕
の
あ
る
も
の

①
A
型
に
準
ず
る

②
定
期
検
査
を
確
実
に
受
け
る

C
型
　
臼
歯
部
お
よ
び
上
下
顎
前
歯

　
　
部
す
べ
て
に
う
蝕
の
あ
る
も
の

㎜
”
　
わ
た
し
達
は
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ

卿
㎜
と
、
た
え
ず
動
き
続
け
て
い
ま
す
。

㎜
　
も
し
、
動
け
な
く
な
っ
た
ら
、
歩

㎜㎜
く
こ
と
も
走
る
こ
と
も
、
跳
ぶ
こ
と

㎜
　
“

㎜
も
て
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

｝
人
間
の
体
は
動
く
か
ら
こ
そ
行
動
欲

勲
㎜
求
も
高
ま
り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
ら

㎜
を
認
識
し
、
さ
ら
に
生
活
空
間
を
拡

㎜㎜
大
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

㎜
　
　
　
　
　
、

㎜
　
こ
の
よ
う
に
　
人
が
自
由
に
活
動

一
す
る
こ
と
は
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
で

㎜
　
　
、

㎜
す
し
　
神
経
や
筋
肉
の
能
力
を
高
め

㎜
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
豊
か

㎜㎜
な
心
と
体
が
で
き
る
の
で
す
。
ま
ず

π
を
き
た
え
、
体
重
を
一
定
に
保
っ

｝
こ
と
が
で
き
、
心
臓
を
始
め
と
し
た

㎜心
体
の
各
機
能
の
働
き
を
活
発
に
し
て

r
…
…
，
…
9
…
ー
…
ー
ー
ー
ー
…
9
…
…
…
ー
ー
ー
…
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ー
」

　
　
（
下
顎
前
歯
部
に
う
蝕
を
認
め
　
　
｝

　
　
る
場
合
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
）
　
　
㎜

①
B
型
に
準
ず
る

②
可
能
な
限
り
、
う
蝕
の
治
療

　
を
受
け
る
。

③
小
児
科
医
の
診
察
も
受
け
る

老
化
の
予
防
に
も
な
る
な
ど
、
多
く

の
利
点
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
仕
事

の
合
間
に
で
き
る
運
動
を
紹
介
い
た

し
ま
す
の
で
是
非
実
践
し
て
下
さ
い
。

後頭部をおさえようからだのまげ伸ばし

をしよう

脚を交互、両脚同時に

あげおろしをしよう

7
り
　
　
一

食
評

・幾・．へ
　　　’．淵ク
　　　ゲ　　　1■■■　

一

￥
漁
砲

　
コ
　
ロ
ぽ
い

　
1
　
㌔

し」
肩をたたこう

い
ノ
ガ、w

　》
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－
1
道
路
交
通
状
況
は
千
変
万
化
－

　
女
心
と
秋
の
空
…
と
い
う
の
は
、

千
変
万
化
の
代
名
詞
で
す
が
、
道
路

と
そ
の
交
通
の
状
況
も
刻
々
変
化
し

ま
す
。
見
知
ら
ぬ
道
路
は
通
り
慣
れ

た
道
路
ほ
ど
油
断
で
き
ま
せ
ん
。
同

じ
道
路
で
も
、
そ
の
時
々
に
よ
っ
て

決
し
て
同
じ
状
態
で
は
な
い
の
で
す
。

時
間
帯
や
曜
日
に
よ
っ
て
も
交
通
状

況
は
変
化
し
ま
す
し
、
季
節
や
天
候

に
よ
っ
て
路
面
の
状
態
ま
で
変
化
し

ま
す
。

　
特
に
冬
期
間
は
積
雪
が
あ
る
た
め

道
路
が
狭
く
な
り
ま
す
。
カ
ー
ブ
で

の
出
合
頭
の
衝
突
、
ス
リ
ッ
プ
に
よ

る
転
落
事
故
が
発
生
し
や
す
い
状
態

と
な
り
ま
す
。

癬
鱗
舶
・

の
冠

　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
ヨ
ヤ

　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
し

2
ー
交
差
点
付
近
で

　
　
　
　
ウ
ロ
ウ
ロ
す
る
な
！

　
交
差
点
の
直
前
に
な
っ
て
か
ら
、

進
路
の
間
違
い
に
気
づ
い
て
も
、
急

に
進
路
を
変
え
た
り
、
急
減
速
し
て

右
左
折
し
た
り
し
な
い
で
、
そ
の
ま

ま
そ
の
交
差
点
を
通
過
し
、
そ
れ
か

ら
安
全
な
場
所
に
車
を
停
め
て
、
次

の
道
順
を
考
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

と
く
に
見
知
ら
ぬ
街
を
走
る
場
合
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
十
分
に
進
路
を
確

か
め
て
お
く
べ
き
で
す
。

　　　　　　　　　　　〃～2　　象見窪露　、”－ー

　　　　　　　　　　ゲもグ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ

1。。・宥》罵　 ずl

l墾懸．1
7　　　　　1，亀
　～’“　　　　　　　て
　　　　　　≧～ノ
　　“　　　¢

　　　　　　〃

交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

山
賀
綾
子
さ
ん
が
佳
作
入
賞

3
1
す
れ
違
い
は
状
況
を
見
て

　
　
　
　
一
方
の
車
を
優
先
す
る
ー

　
片
側
が
谷
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な

せ
ま
い
道
路
で
の
す
れ
違
い
は
十
分

に
注
意
し
て
走
行
す
る
こ
と
は
、
い

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
と
く
に
、

未
舗
装
の
場
合
は
、
状
況
に
応
じ
て

谷
側
か
山
側
か
い
ず
れ
か
一
方
の
車

を
優
先
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま

た
「
上
り
優
先
」
と
い
う
マ
ナ
ー
も

あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
安
全
を
第

一
に
考
え
た
譲
り
合
い
の
気
持
ち
が

大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
冬
道
で

道
路
が
せ
ま
く
な
っ
て
い
る
場
合
も

同
様
で
す
．○

懸

｝
　
　
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事

一
　
故
の
願
い
を
こ
め
て
全
日
本

｛
　
交
通
安
全
協
会
と
毎
日
新
聞

｝
　
社
が
共
催
で
募
集
し
た
五
十

｛
　
九
年
の
「
交
通
安
全
年
間
ス

｝
　
ロ
ー
ガ
ン
」
に
当
町
松
代
小

幽
　
学
校
四
年
山
賀
綾
子
さ
ん
の

㌦
　
標
語
が
、
全
国
よ
り
応
募
さ

｝
　
れ
た
二
十
四
万
点
の
中
で
見

｛
　
事
佳
作
入
賞
い
た
し
ま
し
た
。

｝
　
県
内
で
も
入
賞
は
綾
子
さ
ん

｛
　
だ
け
と
い
う
事
で
、
大
変
価

㌦
　
値
あ
る
も
の
で
す
。

｛
　
受
賞
作
晶

紳
　
「
大
き
い
手
、
小
さ
い
手
、

｝
　
　
し
っ
か
り
あ
げ
よ
う
、

紳
　
　
　
　
わ
た
る
と
き
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
一
一
・
へ

戸
籍
の
窓
ロ

　
　
　
　
　
　
十
一
月
受
付
分

幸
せ
多
い
人
生
を
（
結
婚
）

小
嶋
　
満
r
若
井
玲
子

　
　
　
　
　
（
犬
伏
・
だ
ん
な
）

小
堺
義
輝
・
中
澤
イ
ッ
子

　
　
　
　
　
　
（
儀
明
・
干
場
）

若
山
　
淳
・
福
島
加
代
子

　
　
　
　
　
　
（
室
野
・
津
浦
）

　
げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
誕
生
）

柳
弘
父
喜
吉
・
母
成
子

　
　
（
長
男
・
松
代
・
松
原
屋
）

米
持
瑠
美
　
父
敏
雄
・
母
と
よ
子

　
　
（
長
女
・
室
野
・
中
三
王
）

富
澤
一
起
父
佐
一
郎
・
母
秀
子

　
　
（
長
男
・
小
荒
戸
・
紙
屋
）

　
　
　
　
　
　
　
喜

　
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

宮
澤
勝
英
　
44
歳

小
山
俊
一
　
72
歳

菅
井
ヨ
シ
ノ
64
歳

関
谷
金
次
郎
85
歳

柳
新
七
　
84
歳

柳
ミ
ネ
74
歳

下
山
・
高
原

桐
山
・
重
衛
門

苧
島
・
佐
吾
院

松
代
・
前
田
屋

蒲
生
・
薬
師

千
年
・
藤
兵
工
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鱒：

　
国
道
二
五
三
号
線
よ
り
町
道
松
代
、

松
之
山
線
に
入
っ
て
、
池
之
畑
、
下

山
部
落
を
至
て
次
の
部
落
が
海
老
部

県道五十子平、真田線上より海老部落をのぞむ

落
で
す
。
町
役
場
よ
り
約
一
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
松
代
町
の
南
端
、
松
代

町
第
一
の
高
峰
壁
山
（
五
八
七
メ
i

ト
ル
）
の
山
麓
に
位
置
し
、
ー
県
道
五

十
子
平
、
真
田
線
が
部
落
の
中
央
を

横
断
し
、
居
村
線
が
縦
断
す
る
か
の

よ
う
に
県
道
に
接
続
し
、
松
代
、
海

老
、
東
山
線
が
公
民
館
の
裏
面
を
通

り
県
道
を
重
用
し
東
山
部
落
へ
と
通

ず
る
、
東
西
南
北
に
道
路
が
開
設
さ

れ
て
い
る
。
町
道
は
全
線
舗
装
、
県

道
も
今
年
よ
り
一
部
分
舗
装
工
事
が

始
め
ら
れ
、
来
年
度
は
村
は
ず
れ
ま

で
舗
装
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　
「
海
老
」
と
い
う
地
名
に
つ
い
て

は
文
献
も
な
く
、
伝
説
も
な
い
の
で

皆
目
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
事
実

で
す
。
　
「
海
老
」
と
い
う
意
義
に
つ

い
て
は
、
　
「
海
」
は
「
う
み
」
と
読

む
、
う
み
は
陸
の
約
二
・
三
倍
も
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
広
い
意

味
を
表
す
。
ま
た
、
海
老
と
は
「
え

び
」
と
も
読
む
。
　
「
え
び
」
は
魚
類

の
中
で
最
も
元
気
の
良
い
跳
ね
飛
す

気
力
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
縁
起

の
良
い
時
に
使
わ
れ
、
直
言
す
れ
ば
、

広
く
て
古
い
縁
起
の
良
い
部
落
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
明
治
五
年
始
め
て
戸
籍
法
が
実
施

さ
れ
た
当
時
、
戸
数
五
十
一
戸
、
男

「
四
八
名
、
女
一
四
七
名
、
合
せ
て

二
九
五
名
と
松
代
村
内
で
も
、
中
ク

ラ
ス
の
部
落
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ

ま
す
。
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
現
在

の
戸
数
二
九
戸
、
人
口
男
女
合
せ
て

九
二
名
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
減
っ

た
の
か
…
よ
う
や
く
過
疎
に
歯
止
め

が
か
け
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
海
老
の
学
校
教
育
は
明
治
八
年
に

始
ま
る
。
其
の
当
時
は
寺
小
屋
式
で

校
舎
が
な
か
っ
た
の
で
、
大
日
堂
を

仮
校
舎
と
し
て
開
校
さ
れ
て
居
り
ま

し
た
。
記
録
に
よ
り
ま
す
と
先
生
の

俸
給
は
月
額
四
円
、
　
（
米
一
俵
二
円

五
銭
）
生
徒
数
男
女
合
せ
て
四
二
名

（
実
際
に
登
校
す
る
生
徒
ば
、
こ
の

二
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。
）
明
治
二
十
六
年
海
老
字
、
向

田
地
内
に
校
舎
を
新
築
し
正
式
の
学

校
教
育
が
始
ま
っ
た
。
明
治
四
十
年

に
義
務
教
育
が
六
年
に
延
長
さ
れ
、

生
徒
を
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
、
四
十
一
年
に
現
在
墓
地
の
あ

る
場
所
に
移
転
新
築
さ
れ
、
昭
和
二

　
　
　
十
九
年
松
代
村
と
山
平
村
と

　
　
　
の
合
併
の
際
、
海
老
分
校
と

　
　
　
莇
平
分
校
は
、
老
朽
校
舎
と

　
　
　
し
て
認
め
ら
れ
三
十
四
年
、

　
　
　
現
在
の
位
置
へ
新
築
さ
れ
ま

　
　
　
し
た
。
校
舎
の
予
算
は
四
五

　
　
　
〇
万
円
で
、
地
元
負
担
金
は

　
　
　
九
〇
万
円
、
十
二
神
社
の
二

　
　
　
丈
七
尺
の
大
杉
も
、
つ
い
に

　
　
　
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
現
在

　
　
　
先
生
三
名
、
生
徒
十
一
名
、

　
　
　
年
々
生
徒
が
減
る
一
方
増
え

　
　
　
る
見
通
し
が
な
い
よ
う
で
す
。

　
　
　
三
名
の
先
生
の
チ
ー
ム
ワ
ー

　
　
　
ク
は
良
好
で
、
充
実
し
た
教

　
　
　
育
が
行
わ
れ
て
居
り
ま
す
。

昨
年
度
よ
り
七
夕
音
楽
祭
が
学
校
の

年
中
行
事
と
し
て
催
さ
れ
、
学
区
民

全
員
集
合
の
お
祭
り
と
な
り
、
生
徒

と
父
兄
の
合
同
演
奏
会
、
婦
人
会
、

民
謡
愛
好
会
に
よ
る
踊
り
等
盛
大
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
道
五
十
子
平
、
真
田
線
を
名
ケ

山
方
向
に
向
っ
て
昇
り
切
っ
た
所
に
、

大
天
望
台
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
と

今
年
二
年
に
ま
た
が
り
、
山
を
愛
す

る
同
士
の
奉
仕
に
よ
っ
て
完
成
し
た

も
の
で
す
。
道
路
脇
の
小
高
い
所
に

ま
る
太
の
階
段
を
昇
っ
た
所
で
す
。

峰
を
境
に
、
左
は
海
老
、
右
は
犬
伏

地
内
、
馬
の
背
中
ほ
ど
の
場
所
が
天

望
台
で
す
。
正
面
に
妙
高
山
、
焼
山
、

手
前
に
は
松
之
山
大
厳
寺
牧
場
、
右

手
に
朝
な
夕
な
に
無
言
の
教
訓
を
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
ぺ
ー
ジ
ヘ
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ぺ
ー
ジ
よ
り

え
て
く
れ
る
黒
姫
山
、
は
る
か
向
に

有
名
な
、
夕
立
が
来
る
や
ら
ピ
ッ
カ

ラ
、
シ
ャ
ッ
カ
ラ
、
ド
ガ
ラ
リ
ン
と

音
が
す
る
米
山
、
手
前
に
早
稲
田
大

学
の
屋
外
グ
ラ
ン
ド
、
そ
の
手
前
に

は
松
代
城
と
非
常
に
眺
め
の
良
い
天

望
台
で
す
。
天
望
台
よ
り
名
ヶ
山
寄

り
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
の
所
、
右
側

に
牛
池
、
左
側
の
小
高
い
場
所
に
嫁

貰
い
地
蔵
尊
が
あ
り
ま
す
。
海
老
天

ごりゃくある、嫁もらい地蔵

地
老
人
ク
ラ
ブ
の
手
に
依
っ
て
、
桜
、

ツ
ツ
ジ
、
そ
の
他
沢
山
の
木
が
植
え

ら
れ
春
に
は
「
カ
コ
ィ
」
取
り
及
び

花
見
、
夏
に
は
草
取
り
、
秋
に
は
雪

で
倒
れ
た
り
、
折
れ
た
り
し
な
い
よ

う
に
「
カ
コ
ィ
」
と
、
ゆ
き
と
ど
い

た
管
理
の
も
と
で
、
す
く
す
く
と
成

長
し
て
居
り
ま
す
。

　
最
近
嫁
さ
ん
が
な
く
て
困
っ
て
居

る
よ
う
な
話
を
ど
こ
そ
こ
で
な
く
耳

に
す
る
昨
今
で
す
が
、
嫁
貰
地
蔵
尊

に
願
を
か
け
て
、
幾
組
か
の
カ
ッ
プ

ル
が
誕
生
し
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
人
の
話
に
よ
り
ま
す
と
、
今
ま

で
の
お
寮
銭
が
少
な
い
と
か
！
ま
た

忘
れ
た
と
か
で
結
ば
れ
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。
地
獄
の
沙
汰
も
金
次
第
と

申
さ
れ
ま
す
が
、
地
蔵
尊
に
も
世
の

中
の
情
勢
が
聞
き
と
れ
る
か
の
よ
う

に
伺
わ
れ
ま
す
。
右
手
に
あ
る
牛
池

は
青
黒
く
水
を
た
た
え
、
ど
ん
な
干

ば
つ
の
時
で
も
水
面
が
下
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
に
浮
島
（
草
の

根
の
か
た
ま
り
「
ヨ
シ
」
「
ア
ヤ
メ
」

そ
の
他
の
雑
草
）
が
あ
っ
て
風
の
ま

に
ま
に
東
西
南
北
へ
と
移
動
す
る
。

村
人
は
そ
の
移
動
す
る
方
角
で
「
明

日
は
雨
だ
」
と
か
「
晩
に
は
風
に
な

る
ね
」
と
か
言
っ
て
い
ま
す
。
池
の

中
に
は
か
な
り
大
き
な
鯉
が
姿
を
見

せ
た
事
も
あ
り
ま
じ
た
が
、
最
近
で

は
見
た
と
言
う
人
も
な
く
、
小
さ
な

「
カ
ワ
リ
鮒
」
し
か
見
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
ジ
ュ
ン
サ
イ
が
池
一
面

に
は
び
こ
り
周
囲
に
は
「
ア
ヤ
メ
」

と
調
和
の
と
れ
た
自
然
そ
の
も
の
で

す
が
、
心
な
き
人
に
よ
り
自
然
が
変

っ
て
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
昭
和
五
十
年
よ
り
町
産
業
課
の
ご

理
解
と
ご
協
力
に
依
っ
て
、
毎
年
五

町
歩
の
「
杉
」
が
植
え
ら
れ
、
五
十

六
年
度
計
画
の
三
五
町
歩
の
植
栽
が

終
了
し
ま
し
た
。
公
団
造
林
七
町
歩
、

町
行
造
林
、
保
安
林
改
良
、
合
せ
て

四
十
五
町
歩
、
部
落
共
有
林
、
個
人

所
有
林
五
十
五
町
歩
合
せ
て
百
町
歩

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
植
林

可
能
地
は
三
十
町
歩
に
お
よ
び
ま
す
。

　
昭
和
九
年
頃
字
大
山
地
内
で
亜
炭

の
堀
削
が
な
さ
れ
、
レ
ン
タ
ン
の
製

造
が
さ
れ
た
。
十
日
町
の
機
屋
へ
納

め
て
い
た
そ
う
で
す
。
八
万
ト
ン
の

亜
炭
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
毎
年
米
の
出
荷
が
終
り
ま
す
と
、

農
家
組
合
主
催
の
、
収
穫
祭
が
行
わ

れ
て
居
り
ま
す
。
そ
の
際
に
個
人
別

の
出
荷
数
量
が
発
表
さ
れ
、
今
年
の

労
を
ね
ぎ
ら
う
と
共
に
来
年
の
豊
作

を
祈
願
し
て
恒
例
の
宴
会
が
始
ま
り
、

一
杯
、
二
杯
と
、
ほ
ろ
よ
い
気
分
の

中
で
こ
ん
な
話
が
持
ち
出
さ
れ
た
。

「
留
守
部
落
」
　
「
留
守
家
庭
」
を
守

っ
て
く
れ
る
人
達
に
「
な
に
か
」
？

カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
で
も
と
い
う
事
が

話
題
と
な
り
、
三
日
後
の
三
十
一
日

海
老
分
校
改
築
二
十
五
周
年
記
念
及

び
出
稼
者
を
送
る
会
に
於
い
て
、
カ

ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
が
購
入
さ
れ
自
慢
の

の
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
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わ
が
国
の
降
雪
を
も
た
ら
す
も
の

は
、
季
節
風
に
よ
る
も
の
と
、
低
気

圧
や
、
不
連
続
線
に
よ
る
も
の
に
分

け
ら
れ
る
。
日
本
海
側
に
多
量
の
降

雪
を
も
た
ら
す
の
は
主
と
し
て
、
季

節
風
に
よ
り
、
太
平
洋
側
の
降
雪
は

低
気
圧
や
不
連
続
線
に
よ
る
も
の
が

多
い
。

　
大
陸
か
ら
や
っ
て
く
る
冬
の
季
節

風
は
、
最
初
乾
い
た
冷
た
い
気
流
で

あ
る
が
、
日
本
海
や
黄
海
を
わ
た
る

雌

れ
、れ

て
い
る
が

年
周
期
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
多
雪
の
極
大
、
極
小
の
振
幅
は
山

間
部
よ
り
海
岸
部
で
大
き
く
、
寒
い

地
方
よ
り
暖
か
い
地
方
に
大
き
い
傾

向
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
積
雪
深

は
主
と
し
て
毎
回
の
降
雪
量
の
累
計

に
よ
っ
て
き
ま
る
が
降
雪
量
は
多
雪

地
方
で
も
日
量
㎜
㎝
を
こ
え
る
こ
と

は
ま
れ
で
あ
る
。

　
と
き
、
海
面
か
ら
熱
と
水
蒸

　
気
を
受
け
て
下
層
は
比
較
的

　
温
湿
と
な
り
、
上
層
気
流
と

　
対
流
し
な
が
ら
多
湿
に
な
っ

　
て
日
本
列
島
に
達
し
、
山
脈

　
の
た
め
上
昇
気
流
と
な
り
、

　
日
本
列
島
の
日
本
海
側
一
帯

　
に
雪
を
降
ら
せ
る
こ
と
に
な

　
る
。
山
脈
を
越
し
て
太
平
洋

　
側
に
達
す
る
と
水
蒸
気
も
減

　
少
し
、
下
降
気
流
と
な
る
た

　
め
に
気
温
も
上
昇
す
る
か
ら
、

　
太
平
洋
側
に
達
し
た
季
節
風

　
は
乾
燥
し
た
「
か
ら
っ
風
」

　
と
よ
ば
れ
る
晴
天
下
の
強
風

　
と
な
る
。

　
　
積
雪
の
分
布
は
、
山
形
、

　
新
潟
、
富
山
、
石
川
の
山
間

部
が
多
い
．

　
　
積
雪
深
の
大
小
は
、
ナ
ダ

　
レ
の
発
生
に
大
き
な
影
響
を

　
与
え
る
。
積
雪
の
増
減
に
は

　
周
期
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

n
年
、
7
年
周
期
な
ど
が
言
わ

　
　
　
、
地
方
に
よ
っ
て
は
9

1979年（昭和54年）

11月 12　月 1　月 2　月 3　月 4　月 5月

　　　　　　　　　最深130㎝起日1・15根雪期間100

1980年（昭和55年）

　　　　　　　最深333㎝起日2・17根雪期間115

年（昭和56年）．一■▲▲　▲

　
ナ
ダ
レ
は
、
あ
る
広
さ
の
積
雪
層

が
周
囲
の
積
雪
、
あ
る
い
は
地
面
と

の
間
の
支
持
力
が
破
れ
て
、
急
激
に

崩
壊
す
る
現
象
で
あ
る
。

　
ナ
ダ
レ
は
雪
質
や
滑
り
面
の
位
置

に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
に
分
類
さ
れ

て
い
る
。
日
本
雪
氷
学
会
で
決
定
さ

れ
た
分
類
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

◎
点
発
生
乾
雪
表
層
ナ
ダ
レ

　
気
温
が
低
い
と
き
、
降
雪
中
に
お

　
　
　
　
　
　
　
ビ

こ
り
や
す
い
。
雪
庇
樹
枝
、
露
岩
な

ど
か
ら
落
ち
た
小
雪
塊
が
き
っ
か
け

と
な
る
こ
と
が
多
い
。

◎
面
発
生
乾
雪
表
層
ナ
ダ
レ

　
気
温
が
低
い
と
き
に
す
で
に
つ
も

っ
た
か
な
り
の
積
雪
の
上
に
㎜
㎝
以

上
の
新
雪
が
あ
る
と
き
に
お
こ
り
や

す
い
。
低
い
気
温
が
つ
づ
く
間
、
降

最深469㎝起日1・28根雪期間139

1982年（昭和57年）

　　　　　　　　　最深213㎝起日2・15根雪期間109

1983年（昭和58年）

雪
中
、
降
雪
後
を
と
わ
ず
お
こ
る
。

斜
面
上
の
か
な
り
広
い
面
積
に
わ
た

り
、
い
っ
せ
い
に
動
き
出
し
、
大
規

模
で
あ
る
も
の
が
多
い
。
巨
大
な
雪

煙
り
を
伴
っ
て
山
麓
か
ら
数
㎞
に
ま

で
達
し
、
大
災
害
を
お
こ
す
こ
と
が

あ
る
。
日
本
に
お
け
る
ナ
ダ
レ
大
災

害
の
7
0
％
が
こ
れ
で
あ
る
。

◎
面
発
生
乾
雪
全
層
ナ
ダ
レ

　
こ
の
ナ
ダ
レ
は
本
州
と
北
海
道
で

は
発
生
の
機
構
が
異
る
。

　
本
州
で
は
斜
面
上
に
す
で
に
つ
も

っ
た
雪
の
上
に
、
気
温
が
低
い
と
き
、

急
速
に
多
量
の
新
雪
が
つ
も
る
際
、

そ
の
荷
重
で
斜
面
上
の
積
雪
全
層
が

巾
広
く
ナ
ダ
レ
る
こ
と
で
あ
る
。
表

層
の
乾
い
た
新
雪
層
の
下
の
古
い
雪

の
場
合
は
雪
煙
と
な
ら
ず
流
れ
る
よ

う
に
な
だ
れ
て
い
く
。

最深252㎝起日2・14根雪期間122

◎
点
発
生
湿
度
表
層
ナ
ダ
レ

　
2
0
㎝
～
30
㎝
程
度
つ
も
っ
た

新
雪
層
が
良
天
候
に
さ
ら
さ
れ

た
と
き
お
こ
る
。
ス
ノ
ー
ボ
ー
・

ル
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
湿
っ

た
雪
が
く
さ
び
状
に
運
動
す
る
。

厚
さ
も
な
く
速
度
も
お
そ
い
た

め
災
害
を
も
た
ら
す
こ
と
は
な

い
。◎

面
発
生
湿
雪
表
層
ナ
ダ
レ

　
降
雪
中
ま
た
は
降
雪
後
、
比

較
的
気
温
が
高
い
時
に
発
生
し

や
す
い
。
面
発
生
乾
雪
表
層
ナ

ダ
レ
が
水
気
を
含
ん
で
い
る
場

に
相
当
し
、
雪
煙
と
な
ら
ず
流

れ
る
よ
う
に
落
ち
て
い
く
。

◎
面
発
生
湿
雪
全
層
ナ
ダ
レ

　
春
先
の
融
雪
期
に
多
い
が
、
冬
で

も
気
温
が
高
い
と
お
こ
り
や
す
い
。

一
般
に
ナ
ダ
レ
と
い
え
ば
こ
の
ナ
ダ

レ
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
斜

面
上
の
頂
上
近
く
に
、
雪
割
れ
目
が

で
き
、
地
面
と
積
雪
下
部
の
間
に
雪

ど
け
水
が
流
れ
て
、
す
き
間
が
で
て

く
る
と
、
雨
の
日
と
か
暖
い
日
に
発

生
し
や
す
く
、
雪
煙
は
伴
わ
ず
流
れ

る
よ
う
に
運
動
す
る
。
こ
の
ナ
ダ
レ

は
毎
年
き
ま
っ
た
場
所
か
ら
発
生
す

る
こ
と
が
多
い
の
で
予
知
は
簡
単
で

あ
る
が
大
規
模
の
も
の
が
多
い
。
斜

面
上
の
固
い
雪
が
時
に
は
地
面
を
け

ず
り
と
っ
て
い
く
の
で
、
国
土
や
森

林
に
与
え
る
被
害
は
大
き
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
次
号
）
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長
い
間
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

　
十
一
月
三
十
日
を
以
て
民
生
児
童

委
員
を
退
任
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
堀
川
千
代
子
さ
ん
は
昭
和
二
十
八

年
よ
り
三
十
年
間
民
生
児
童
委
員
と

し
て
福
祉
の
道
ひ
と
す
じ
に
奉
仕
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
ご
労
苦

に
対
し
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
々
長

灘
尾
弘
吉
及
び
新
潟
県
知
事
よ
り
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
本
当
に
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　
　
　
石
　
油
　
ス
　
ト

　
　
　
　
　
正
し
く
お

　
冬
期
間
の
暖
房
器
具
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
石
油
ス
ト
ー
ブ
も
、
使

用
場
所
、
使
用
方
法
等
誤
ま
る
と
火

災
に
つ
な
が
り
ま
す
。
次
の
点
に
注

意
し
て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

※
使
用
す
る
場
所

ズ⑳

堀
川
千
代
子

秋宮牧関柳
山澤田谷

利昌力秀榮
雄次ツ夫策

一二九十十三
　　　二五十
年年年年年年
　　 　　 　　　　 　　　
清下　室千奈
　　峠　　良
水山　野年立
）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）

　新民生児童委員さんが12月1日より任期3年で次の方々

が選任されました。生活や医療の保護指導と母子家庭や老

人及び心身障害者の福祉についてご相談下さい。

　なお、松代町民生委員協議会総務に小堺又七氏、副総務

に小堺欣一氏が選れました。

民生児童委員名簿
部落 氏　　　名 屋　　号 電話番号 担当地区

松代 柳　　キ　ノ しんたく 7－2244 松代

田　沢 市　川　藤蔵 よ　え　ん 7－2826
小荒戸・太平
菅刈・田　沢

池之畑 市川義一 は　し　ば 7－3797
小屋丸・池之畑

下　山

千年 島田　オ　カ や　す　け 7－2105 千年・池尻

桐　山 小　山　信次 しろべい 7－3421 会沢・清水
桐　山

蓬平 若井美津子 は　し　ば 7－2091 蓬平・田代

海老 石　沢辻　子 はんざいもん 7－3838 東　山・海老

犬伏 山　本　貞　雄 ばんねんど 7－2949 犬伏・苧島
中子

滝　沢 佐藤正義 こやどん 7－2510
孟地・片桐山
滝沢

田野倉 池　田　正　利 さんまいだ 7－3266 田野倉・仙納

莇平 池田　美義 こうじや 7－3050 莇平・小貫
寺　田 山岸健吉 てっきょうじ 7－3232 寺　田・諏訪峠

蒲生 小堺又七 したばやし 7一一3076 蒲生・名平

儀明 小堺欣一 や　え　ん 7－3188 儀　明

福島 美濃和　あ　つ と　くえん 8－2741 奈良立・福島

室　野 小堺　勇治郎 じろえん 8－2022 室　野

竹所 佐藤信、忠 すぎばやし 8－2123 竹所・木和田原

峠 牧　田　マツエ こうさつ 8－2005 濁　・峠

　
　
　
ブ
　
を

　
　
い
で
す
か
！

　
　
　
水
平
で
な
い
場
所
や
、
振
動
の

　
　
は
げ
し
い
場
所
で
は
、
使
用
し
な

　
　
い
。

　
　
の
の
そ
ば
な
ど
で
は
、
使
用
し
な

　
　
い
。

　
　
る
場
所
や
、
風
の
あ
た
る
場
所
で

　
　
は
、
使
用
し
な
い
。

　
　
の
悪
い
場
所
で
は
、
使
用
し
な
い
。

　
　
使
用
し
な
い
。

⑫
　
給
油
し
た
ら
、
漏
れ
た
油
を
ふ

　
）
　
カ
ー
テ
ン
や
、
燃
え
や
す
い
も

　
　

　
　

璽使　
D

　
（

　
）
　
部
屋
の
出
入
口
な
ど
、
人
の
通

　
3（）

　
換
気
で
き
な
い
場
所
や
、
換
気

4（
　
）
　
人
目
の
と
ど
か
な
い
場
所
で
は

　
5（

　
※
　
給
　
油

D
　
燃
焼
中
の
給
油
は
ダ
メ
。

N　
き
取
る
。

　
必
ず
確
認
す
る
。

　
な
い
。

　
燥
に
使
用
し
な
い
。

※
　
使
　
用

D
　
正
常
に
燃
焼
し
て
い
る
こ
と
を

（〉
　
火
が
つ
い
た
ま
ま
持
ち
運
び
し

2（）
　
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
の
衣
類
の
乾

3（

㈲
　
使
用
中
は
、
と
き
ど
き
部
屋
の

　
換
気
を
す
る
。

㈲
　
故
障
や
、
破
損
し
た
ま
ま
で
の

　
使
用
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

※
　
保
守
、
点
検

①
　
日
常
の
点
検
、
手
入
れ
を
忘
れ

　
ず
に
。

吻
　
交
換
部
品
は
、
説
明
書
の
純
正

　
部
品
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
“
こ
れ
く
ら
い
と

　
　
　
　
　
思
う
油
断
を

　
　
　
　
　
　
　
火
が
狙
う
”

　
　
　
　
　
　
　
　
b
’

3
総
」
、

響野寮蹴
　
電
話
番
号
薄
の
訂
正
に
つ
い
て

　
昭
和
5
6
年
9
月
9
日
発
行
の
松
代

町
電
話
番
号
薄
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
訂
正
す
る
と
共
に
深
く
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
　
1
9
ぺ
ー
ジ

※
　
松
代
小
学
校

　
　
誤
　
2
3
4
1

　
　
正
　
2
3
4
2

　
な
お
、
お
手
元
の
電
話
番
号
薄
も

合
せ
て
、
ご
訂
正
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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文
　
一

芸

藩麗叢
博　　　　　　』’

　　　　　　　　，郵
　　　　＿　一

　
　
し
ぶ
み
句
会

　
　
　
　
　
ヤ
ろ

初
雪
に
紅
葉
彩
ど
る
深
山
か
な

農
我
に
新
米
送
る
子
等
の
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

初
雪
の
あ
り
て
通
勤
バ
ス
混
め
り

家
々
の
庭
木
囲
わ
れ
雪
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

冬
囲
い
人
夫
の
背
な
に
日
射
し
満
ち

初
雪
や
母
を
ね
ぎ
ら
う
子
の
電
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

凍
て
道
を
小
股
小
股
に
踏
み
し
め
て

か
ら
か
ら
と
落
葉
こ
ろ
が
る
雪
催
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

ミ
レ
ー
見
し
旅
の
思
い
出
天
澄
み
て

藁
買
い
に
一
把
も
売
ら
ぬ
農
の
意
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

芭
蕉
句
碑
高
野
の
奥
に
秋
を
読
む

仙
境
に
炉
を
囲
み
つ
・
猪
の
鍋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燗
　
史

凶
作
を
妻
と
分
か
ち
し
一
つ
炉
に

初
雪
の
二
尺
は
少
し
多
か
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

亡
父
植
え
し
山
茶
花
咲
き
ぬ
書
院
口

禅
林
の
石
の
き
ざ
は
し
落
葉
踏
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
　
橘

散
る
芭
寒
く
な
る
の
か
目
に
み
ゆ
る

大
根
を
吊
り
下
げ
て
あ
る
星
月
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

世
の
中
に
句
を
広
め
た
る
芭
蕉
の
忌

古
暦
終
わ
り
て
自
分
の
年
の
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

バ
ス
に
乗
り
紅
葉
あ
と
に
走
り
去
る

朝
早
く
畑
を
見
れ
ば
霜
柱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
　
根

初
雪
に
道
路
工
事
も
は
か
ど
ら
ず

黒
々
と
幹
肌
見
せ
し
冬
の
森

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

山
の
湯
に
芸
妓
は
一
人
ナ
メ
コ
汁

珍
ら
し
く
小
春
授
か
る
寺
人
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

　
彰
翻
ρ
魯
彦
⑰
ρ
聖
藷
ρ
彦
彦
彦
彦
彦

　
蒲
生
句
会

離
郷
居
士
て
ふ
墓
の
あ
り
村
の
秋

昼
も
灯
を
と
も
す
や
時
雨
催
い
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昇
　
逸

立
冬
の
瀬
音
も
水
も
透
き
と
お
り

初
雪
の
三
国
連
山
昏
れ
ゆ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

落
葉
焚
く
煙
が
リ
ス
を
戸
迷
わ
す

年
用
意
ぬ
く
も
り
残
る
釣
り
貰
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

雪
棚
の
暗
き
を
出
れ
ば
冬
の
風

短
日
や
シ
ャ
ベ
ル
の
土
は
そ
の
ま
ま

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

煙
立
つ
炭
焼
く
山
は
紅
葉
し
て

虫
の
音
の
杜
絶
え
し
花
壇
菊
咲
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
　
橘

一
本
の
残
り
穂
稲
架
に
揺
れ
や
ま
ず

子
の
顔
を
浮
か
べ
つ
新
米
小
包
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紫
　
煙

綿
雲
の
消
え
て
澄
む
空
柿
熟
れ
て

老
菊
を
と
り
ま
ぜ
飾
る
居
間
の
隅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女　ま　　釜　る過　す花　　吾　　徒と　　　　峰　　山　　女　　煙　す

・〈＞〈〉〈＞〈〉・〈〉〈＞《1＞〈〉く〉〈〉《〉〈》・〈〉駒《〉《＞《〉・《〉レ《＞・《＞〈＞〈〉《〉《〉・《》・〈〉一《〉・〈〉〈〉《〉《＞く＞・〈〉〈〉・〈〉く〉〈〉・〈＞〈〉・〈〉・〈〉・〈〉・〈〉・〈〉・〈〉・〈＞〈〉・〈〉・〈＞〈〉・〈〉・〈〉く〉く〉

園
芸
一
ロ
メ
モ

　
”
松
代
園
芸
愛
好
会
”

帽
灯
に
雪
の
煤
く
坑
出
ず
る

薪
積
み
て
脇
本
陣
跡
冬
を
待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕

雪
起
し
百
戸
の
村
が
う
ち
震
う

雪
踏
み
の
前
に
後
に
犬
跳
ね
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜

短
歌
た
ぬ
き
が
並
ぶ

　
　
　
　
　
　
西
潟
　
ま
さ
を

「
為
さ
ざ
れ
ば
食
わ
ざ
る
べ
し
」
と

い
う
世
代
に
生
れ
八
十
年
す
ぎ
て
徒

食
が
続
く

佛
滅
と
い
う
日
静
か
に
雨
降
れ
り
吾

も
静
か
に
過
ご
さ
む
と
思
う

葉
の
蔭
に
う
つ
む
い
て
咲
く
茶
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ほ

は
つ
つ
ま
し
く
ほ
の
か
な
匂
を
零
す

仕
事
を
持
た
ぬ
老
人
と
な
り
八
年
過

ぎ
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
八
冊
出
来
る

祖
父
よ
り
聞
き
し
昔
話
の
文
福
茶
釜

そ
の
茂
林
寺
を
い
ま
楽
し
く
詣
る

参
道
の
石
だ
た
み
の
両
側
さ
ま
ざ
ま

の
表
情
を
し
た
　
た
ぬ
き
が
並
ぶ

　
盆
栽
の
趣
味
の
効
用

　
趣
味
と
い
う
も
の
は
、
も
と
も
と
、

好
き
だ
か
ら
や
る
も
の
で
、
何
々
の

効
用
が
あ
る
か
ら
す
る
と
い
う
性
質

の
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
誰
だ
っ
て
、
そ
の
趣
味

の
道
に
は
い
っ
て
何
ん
の
効
用
も
な

い
よ
り
も
、
あ
っ
た
方
が
い
い
に
き

ま
っ
て
い
ま
す
。
盆
栽
に
親
し
ん
で

い
る
う
ち
に
、
自
然
に
生
じ
て
く
る

効
用
の
い
く
つ
か
を
、
考
え
て
み
ま

（
盆
栽
趣
味
は
健
康
に
よ
い
）

し
ょ
・
つ
。

①
健
康
に
よ
い

　
盆
栽
に
親
し
む
の
は
い
わ
ば
自
然

に
親
し
む
こ
と
で
す
か
ら
、
そ
れ
が

健
康
に
よ
い
の
は
当
然
で
す
。

②
神
経
の
安
定
に
よ
い

　
都
会
生
活
者
ほ
ど
、
そ
の
感
が
深

い
で
し
ょ
う
が
、
現
代
ほ
ど
、
神
経

の
イ
ラ
イ
ラ
す
る
時
代
は
な
い
よ
う

で
す
。
し
た
が
っ
て
人
々
は
、
常
に

神
経
の
休
ま
る
何
か
を
求
め
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
盆
栽
に
は
神
経
を
し

ず
め
る
何
か
が
あ
り
ま
す
。
夕
方
、

水
を
そ
そ
い
だ
あ
と
の
、
み
ど
り
の

葉
の
美
し
さ
、
八
方
に
根
を
張
っ
た

雄
大
さ
、
そ
こ
に
神
経
を
な
ご
ま
せ

る
不
思
議
な
力
が
あ
り
ま
す
。

③
生
活
に
う
る
お
い
が
生
ま
れ
る

　
盆
栽
は
暮
ら
し
の
な
か
の
自
然
美

で
あ
り
、
殺
風
景
な
仕
事
机
の
上
に

お
か
れ
た
青
い
松
の
小
盆
栽
の
一
鉢

が
い
か
に
す
が
す
が
し
い
空
気
を
た

だ
よ
わ
せ
る
か
、
盆
栽
な
ら
で
は
の

感
が
し
ま
す
．

④
交
友
関
係
が
ひ
ろ
く
な
る

　
年
齢
や
地
位
の
上
下
も
ほ
と
ん
ど

な
く
趣
味
の
世
界
だ
け
は
平
等
で
自

由
で
す
。
尚
盆
栽
は
家
族
の
協
力
な

し
で
は
で
き
な
い
家
庭
的
な
趣
味
で

す
。


